
【吟】説文解字の大徐本の或体に偏が「音」に従う字と、「言」
に従う字があるが、段注本では「言」に従う字が省かれてい
る。旁が「金」の異体字が馬王堆にあり、五経文字に掲載さ
れ、康煕字典では古文としている。「今」と「金」は音が似て
いるので仮借かもしれない。

【呉】説文解字の大徐本では「姓也」、段注本では「大言也」
とある。
【吾】石鼓文の字体は特異。「十七帖」と「争乱帖」では草書
の崩し方（筆順）が異なる。

吟

君

呉
吴

吳

吾

ギン
うたう
うめく

クン
きみ

ゴ
くれ
くれる

ゴ
われ

常①

教 3常①

常①

人①

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

節用

日本永代蔵

口 4

古文

古文

口 4

古文

俗

坊っちやん

坊っちやん 明治の漢字〈標準〉

明治の漢字〈許容〉

×

君
中・台・香

吴
中国

吳
香港

吳
台湾

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

金文

金文

金文

侯馬盟書

侯馬盟書

侯馬盟書

侯馬盟書

侯馬盟書

包山楚簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

説文・口部

説文古文

説文・夨部

説文古文

馬王堆

ニヤ漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

銀雀山竹簡

居延漢簡

居延漢簡

禮器碑

魯峻碑

熹平石経

十七帖

十七帖

興福寺断碑 鄭羲下碑

鄭黒墓誌

孫秋生造像

檀賓墓誌

皇甫誕碑

李良墓誌

温彦博碑

孟法師碑

五経・口部 聖武天皇雑集

王勃詩序

琱玉集

関戸本朗詠

尊円親王

墨流本朗詠

算法地方大成

和漢対照書札

口 4

古文

こころ

こころ

吟
中国

吟
香港

吟
台湾

説文・口部

説文・口部

説文或体

説文或体

馬王堆 孝女曽娥碑 王居士塼塔銘 五経・序

五経・口部

聾瞽指歸

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

節用

節用

口 4 坊っちやん

吾
中・台・香甲骨

毛公鼎

金文

金文

石鼓文

睡虎地秦簡

戦国・包山楚簡説文・口部 馬王堆

馬王堆

武威漢簡

尹宙碑

十七帖

争乱帖

弔比干墓文 皇甫誕碑 五経・序 王勃詩序

聾瞽指歸
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音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【口】吟
4
君

4
呉

4
吾

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



中国や日本の慣用字体もほとんど「吞」を使っているが、あ
まり使われていない「呑」が JIS第一水準に、よく使われてい
て人名用漢字にある「吞」は JIS第三水準にある。「呑」は JIS
第一水準ではあるが、常用漢字でもなく人名用漢字でもない
ので人名には使えない。

【否】説文解字の口部と不部に同じ字体が載っている。どちら
も「不也」と意味は同じ。
【吻】説文解字の大徐本と段注本では或体の字体が異なる。

【吹】説文解字の口部には「噓也从口从欠」、欠部には「出气
也从欠从口」とある。別字でありながら字体が衝突した例か。
【呈】「呈」と「呈」は異体字。説文に従えば「呈」が正字体。
唐代の正字体は見えないが、康煕字典では「呈」を採用。慣
用字体の中国での使用例は｢呈」が優勢だが、日本では「呈」

が優勢。明朝体の字体は康煕字典以来、正字体の「呈」だが
下部が「ノ＋土」のものと「ノ＋士」のものがある。中国が
俗体と思われる字体を採用している。なお、『陸軍幼年学校用
字便覧』では「呈」と「呈」を「實は別字」とする。
【呑】「呑」と「吞」は異体字。説文解字に合致するのは「吞」。

告
吿

吹

呈
呈

呑
吞

否

吻

コク
つげる

スイ
ふく

テイ
しめす

ドン
トン
のむ

ヒ
いな

フン

教 5常①

常①

常①

①

人③

教 6常①

人①

無量義経

元暦萬葉①

節用 口 4 坊っちやん 明治の漢字 ×

告
中・台・香甲骨 金文 睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

包山楚簡

説文・告部 馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

張景造土牛碑

十七帖 刁遵墓誌 九経・牛部〈説文〉

九経・牛部〈隷省〉

粘葉本朗詠

藤原行成

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

藤原行成

節用

節用

節用

本朝廿四孝

口 4

口 4

口 4

口 4

口 4

古文

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

陸軍〈正体〉

陸軍〈別字〉

明治の漢字

×

吹
中国・台湾

吹
香港

呈
中国・香港

呈
台湾

吞
中・台・香

否
中・台・香

吻
中・台・香

甲骨

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

侯馬盟書

毛公鼎

郭店楚簡

中山王鼎

上海楚竹書

睡虎地秦簡

説文・口部

説文・欠部

説文・口部

説文・口部

段注・口部

説文・口部

説文・不部

説文・口部

説文・或体

段注・或体

武威漢簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

史晨後碑

張表碑

智永千字文 智永千字文

興福寺断碑

王献之

張猛龍碑

元延明墓誌

南石窟寺碑

元萇振興温泉頌

爨龍顔碑

賈瑾墓誌

泉男生墓誌

九成宮

孔子廟堂碑

皇甫誕碑

等慈寺碑

李護墓誌

干禄字書

五経・口部

聖武天皇雑集

杜家立成

王勃詩序

琱玉集
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音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【口】告
4
吹

4
呈

4
呑

4
否

4
吻

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【呼】初文には「口」がなかったようだ。
【舎】『JIS漢字辞典』では「舎」が「口」部に、「舍」（第二水
準）が「舌」部にある。
【呪】「咒」は「くちへん」の位置が動いた異体字（動用字）。日
本では上代から江戸期まで「咒」の方が優勢。

【吠】旁を｢友」や「友＋点」とする字体もあった。
【呂】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。「口+口」
の字体と、「口」と「口」をつなぐ線がある字体「呂」の2種
がある。中国では「呂」が出現するのは後漢の隷書だけで、そ
の前後の時代は「口+口」の字体。説文解字の篆文は「呂」。

九経字様は「口+口」の字体を〈隷省〉としている。日本でも
上代から平安にかけては「口+口」の字体。現代の「呂」は
康煕字典の影響を受けていると思われる。中国では伝統的な
字体に倣って「口」と「口」をつなぐ線がない「口＋口」を
書く。

②

呆
吠

呂
吕

呼

咋
舎
舍

呪
咒

ホウ
ボウ
タイ
おろか
あきれる

ハイ
バイ
ほえる

ロ
リョ

コ
よぶ

サク
サ
かむ
くう
くらう

シャ
セキ
いえ
やどる

ジュ
シュウ
のろう
まじなう
まじない

①

①

常①

教 6常①

①

教 5常①

②

常①

伝空海
新撰類林抄 節用

口 4

口 4

坊っちやん

こころ

呆
中国・香港

呆
台湾

吠
中・台・香

説文不録

説文・口部 馬王堆 興福寺断碑 昭仁寺碑 五経・口部〈説文〉

五経・口部〈字林〉

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉⑱

元暦萬葉①

節用

開化往来

節用

膝栗毛

謹身往来

口 4

口 5

古文

口 5

舌 2

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん 陸軍〈正体〉

陸軍〈別体〉

吕
中・台・香

呼
中・台・香

咋
中・台・香

舍
中・台・香

甲骨

金文

甲骨

史牆盤

金文

金文

金文

金文

金文

金文

侯馬盟書

侯馬盟書

侯馬盟書

侯馬盟書

睡虎地秦簡

郭店楚簡

郭店楚簡

侯馬盟書

睡虎地秦簡

包山楚簡

包山楚簡

戦国・郭店楚簡

説文・呂部

説文篆文

説文・口部

説文・亼部

馬王堆

銀雀山竹簡

居延漢簡

敦煌漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

北海相景君碑陰

禮器碑陰

禮器碑陰

夏承碑

乙瑛碑 漢・居延漢簡

曹全碑

漢・武威漢簡智永千字文

興福寺断碑

蘭亭叙

高貞碑

元纂墓誌

元洛神墓誌

弔比干墓文

元飄墓誌

呉瑱墓誌

劉碑造像記

于景墓誌

等慈寺碑

泉男生墓誌

昭仁寺碑

化度寺碑

五経・序

九経・口部〈説文〉

九経〈説文〉

九経・口部〈隷省〉

五経・亼部〈説文〉

五経・亼部〈石経〉

王勃詩序

灌頂記

王勃詩序

聾瞽指歸

聖武天皇雑集

元暦萬葉⑩ 節用 口 5 こころ

呪
中・台・香甲骨 集字聖教序 出家人受菩薩戒法 皇甫誕碑 最澄・空海請来目録

聾瞽指歸
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音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【口】呆
4
吠

4
呂

4
呼

5
咋

5
舎

5
呪

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



の「咊」を古文としている。
【哀】日本では上部が「亠」ではなく「𠂉」が多い。また「口」
の下に横線が加わる字体が優勢。そのような字体は中国では
北魏および唐代の楷書にある。

【周】説文解字では「冂」の左肩が開いており、五経文字も
その字体を採っているが、甲骨、金文を見る限り、左からが
開いている必然性はないようだ。手書きの通（用）字（体）では
「周」が書かれ、康煕字典に倣った活字や弘道軒や文部省活字
も縦線が突き抜けた「周」が使われる。漱石は「周」を書く

が太宰は「周」を書く。昭和24年の時点で岩田母型製造所に
「周」の字体の母型はなかった。
【和】金文では「禾（のぎへん）」ではなく「木（きへん）」に従う
例がある。説文解字では「咊」で郭店楚簡の字体と合致する
が、他に合致する例がみつからない。康煕字典では説文篆文

周

味
命

和
咊

龢

哀

シュウ
ス
まわり
あまねし
めぐる

ミ
ビ
あじ
あじわう

メイ
ミョウ
いのち
おおせ
みこと

ワ・オ
やわらぐ
やわらげる
なごむ
なごやか

アイ
あわれ
あわれむ
かなしい
かなしむ

教 4常①

教 3常①

教 3常①

教 3常①

④

③

常①

粘葉本朗詠 節用 口 5

古文

古文

坊っちやん 明治の漢字 ×

周
中国・香港

周
台湾

甲骨

甲骨

甲骨

散氏盤

大盂鼎

金文

包山楚簡

包山楚簡

睡虎地秦簡 説文・口部

説文古文

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

史晨後碑 十七帖 集字聖教序 高貞碑 九成宮 五経・用部 王勃詩序

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉②

日本永代蔵

五常俗談集

節用

節用

続消息往来

口 5

口 5

口 5

古文

古文

口 6

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

味
中・台・香

命
中・台・香

和
中・台・香

哀
中国・台湾

哀
香港

甲骨 金文

睡虎地秦簡

毛公鼎

金文

侯馬盟書

金文

金文

金文

金文

金文

郭店楚簡

子弾庫楚帛

包山楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

説文・口部

説文・口部

説文・口部

説文・龠部

説文・口部

段注・口部

馬王堆

馬王堆

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

銀雀山竹簡

孔彪碑

石門頌

曹全碑

曹全碑

乙瑛碑

居延漢簡

鮮于璜碑陰

集字聖教序

十七帖

十七帖

十七帖

淳化閣帖

集字聖教序

興福寺断碑

蘭亭叙

淳化閣帖

元珍墓誌

魏霊蔵造像

元思墓誌

于仙媛墓誌

始平公造像

爨龍顔碑

爨宝子碑

九成宮

温彦博碑

九成宮

皇甫誕碑

元孟輝墓誌

五経・亼部

九経・序

九経・序

杜家立成

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

琱玉集

138 139

音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【口】周
5
味

5
命

5
和

5
哀

6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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の版本の『大日本永代節用無尽蔵』には「咲」に「わらう」
と振り仮名がついており、「笑」と「咲」の使い分けははっき
りしていない。陸軍幼年学校用字便覧では「咲ハ多クさくト
イフ時ニ用イラル」とあり、大正に入った頃には使い分けが
あったようだ。大徐本と段注本では字体が異なる。顔真卿の

書による干禄字書は「竹＋大」を〈正〉とし、「咲」を〈通〉
としている。江戸期の官版の干禄字書では〈正〉が「竹＋犬」
になっている。五経文字は「竹＋犬」になっている。九経字
様では「笑」と「竹＋犬」の字体の2種が載っている。漱石
は「竹＋大」と「竹＋犬」の2種の字体を使っている。

【咽】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。「大」は人
が大の字になった形だが、脚を水平に広げれば「土」になる。
「土」の頭をひっこめれば「工」になり、さらに「ユ」「コ」
に変化する。
【咳】説文解字に「小兒笑也」とある。いつから意味が変わっ

たのだろうか。大徐本と段注本で字体がわずかに異なる。
【咲】「咲」と「笑」は異体字。中国では「咲」と「笑」を「笑」
に統合。説文には「笑」しかないが、十七帖の字体は明らか
に「咲」をくずしており、古くから「咲」に近い字もあった
のかも。康煕字典では「咲」を「笑」の古文とする。江戸期
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